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第1章 計画策定にあたって 

１．計画策定の背景 

 現在わが国では、少子高齢化、核家族化が進み、かつてあった家庭や地域での、

相互扶助が薄れるなど地域社会が変わりつつあります。これに伴い、児童虐待、高

齢者の孤独死、青少年の犯罪、いじめなどによる自殺、家庭内暴力など家庭や地域

の中ではさまざまな問題や事件が発生しています。 

 このような状況の中、地域住民一人ひとりが、住みなれた地域で安心して暮らし

ていくためには、地域住民、民生委員・児童委員、ボランティア、ＮＰＯ法人 

（後述 用語解説１）、福祉従事者などが相互に協力し、支え合い助けあって、地域の課題

を地域全体で解決していく取り組みが必要となってきました。地域における福祉の

あり方も、福祉は「行政がやるもの」「特定の少数者の問題」「他人事」という捉え

方から、「地域全体にかかわるもの」「自分たちにとって身近な課題」として認識さ

れるようになってきました。 

 平成１２年の社会福祉法の改正により、地域住民、福祉サービス事業者、福祉従

事者が主体となり、それぞれが相互に協力しあって地域福祉を推進することが新た

に規定されました。そして、市町村においては、地域のさまざまな生活課題に地域

全体で取り組む体制づくりを計画的に進めるため、住民などの参加を得て「市町村

地域福祉計画」を策定することになりました。 

 そこで、京丹後市では、住民などの参加を得て、地域福祉を推進するうえでの基

本理念と施策を定めた「京丹後市地域福祉計画」を策定するものです。 

 

 

２．計画の性格と位置づけ付き合い 

 本計画は、社会福祉法第１０７条に基づき策定するもので、本市における地域福

祉を推進するための施策展開の基本となるものです。なお、平成１５年１２月に策

定された京都府地域福祉支援計画と連携するものです。 

 京丹後市地域福祉計画は、第１次京丹後市総合計画の地域福祉分野の基本計画と

して位置づけます。また、他の福祉分野のそれぞれの計画と整合性及び連携を図り

ながら計画を策定しています。 

計画の内容は、地域の生活に密着した地域福祉の推進のあり方を示すものであり、

誰もが地域の中で安心して暮らせるように地域での取り組みや市の支援策につい

てまとめており、市民、福祉事業者、行政などが協働（用語解説２）により推進してい

くうえでの指針となります。 
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京丹後市地域福祉計画 

Ⅰ 支え合いのひとづくり 

Ⅱ 安心・安全な仕組みづくり 

   Ⅲ ふれあいの場所づくり 

   Ⅳ 自立を支える環境づくり 
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【京丹後市地域福祉計画の位置づけ】 

第１次京丹後市総合計画 
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３．計画の期間 

 本計画の計画期間は、平成１９年度から平成２３年度までの５か年とし、必要に

応じ見直します。 

 

４．計画策定における体制 

  （１）計画策定委員会の設置 

 本計画の策定にあたっては、公募委員、福祉関係者、学識経験者などの委員と顧

問で構成する「京丹後市健康と福祉のまちづくり審議会」を設置し、さらにその委

員会を構成する部会の1つである「地域福祉部会」を設けて取り組みました。 

 また、計画策定にあたり、各市民局担当職員や市社協職員で構成する「事務局会

議」を設置し、計画づくりに関する検討をしました。 
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（２）計画づくりへの市民の参加 

 計画策定の過程において、幅広い市民の現状評価とニーズを把握し、計画に反映

していくため、アンケート調査の実施、地域福祉懇談会の開催などにより、市民参

加を図ってきました。これらの実施にあたっては、単にデータを収集するのではな

く、地域福祉に対する市民の意識啓発や地域の生活課題を解決する動機づけとなる

よう努めました。 

① アンケート調査の実施 

「地域福祉に関するアンケート調査」は、京丹後市にお住まいの２０歳以上の方2,000人 

を対象に行ないました。 

 実施期間：平成１７年９月５日～９月２０日 

 調査方法：調査票による記入方式で、郵送による配布・回収 

          調査票配布・回収の状況 

 配布数 回収数 回収率 ％ 

峰 山 ４１６ ２０２  ４８．６ 

大 宮 ３３５ １７２  ５１．３ 

網 野 ４９０   ２６７  ５４．５ 

丹 後 ２１６   １２３  ５６．９ 

弥 栄 １８０    ８５  ４７．２ 

久美浜 ３６３ ２０３  ５５．９ 

不 明      ５  
計 ２，０００ １，０５７  ５２．９ 

 

② 地域福祉懇談会の開催 

 地域福祉の担い手となる住民自身が、主体的に地域について考え、まちづくりに参画してい

くきっかけづくりとして、計画策定の過程において地域福祉懇談会を開催しました。 

          地域福祉懇談会の開催場所等 

地区名 開催場所 開催日 参加人数 

峰山町橋木区 橋木地区公民館 Ｈ17.11.9 13 名 

大宮町善王寺区 

 

善王寺公民館 

 

Ｈ17.11.25 

Ｈ18.3.29 

16 名 

21名 

網野町北大路区 

 

北大路公民館 

 

Ｈ17.10.18 

Ｈ18.5.16 

26 名 

34名 

丹後町間人谷区 間人漁業協同組合 Ｈ17.10.28 17名 

弥栄町木橋区 木橋区公民館 Ｈ17.11.14 20名 

弥栄町野間地区 野間基幹集落センター Ｈ17.11.21 16名 

久美浜町一区 久美浜市民局 Ｈ17.11.19 48名 




